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であり,以下の結果が得られている【2]
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図1 エントロピー型カオス尺度のpBに関する変化
(At=0.1,m-loo,n=1000,X'0'-(0.3,0.3,0.3)E)
3.解析結果及び考察
以上より,量子系のエントロピー型カオス尺度を用いると,以下のような結果を
得ることができた.
(1)外磁場の作用している量子スピン系は磁場の振動の周期に併せて振動する.また,
外磁場の強度が大きいほど振動の幅 (振幅)が大きくなり,量子スピン系は複雑な
挙動を示す.
(2)従来の量子カオスの研究は,グッツピラーの跡公式や準位統計,ランダム行列論
に代表されるように,古典的なカオス力学系を量子化したときの固有値の分布や古
典一量子対応に重点が置かれているが,我々の量子系のカオス尺度を用いた解析で
は,量子系の状態変化を直接解析することが可能である.
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